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1　 は じめ に

　水琴 窟 とは ，地 中に 埋 め た 瓶 内で ， 水滴が

瓶底 に溜ま っ た水面 に落ちる際に音が 反響 し，

琴の よ うな音を発す る こ とで知 られて い る。

私は水滴音か らどの よ うに して 綺麗 な音色 に

変化する の か 不思議に思 い ，こ の 音の 発生 に

つ い て の 探究を試み た 。 私 は こ の よ うな 日常

生活で の 体験 を学校で学習す る内容 へ の 動機
づ け として 展開で きれば，学習内容 に取 り組

む姿勢づ くりを促すこ とがで きる の で は ない

か と考え る。

　また ，そ こ に は 日常生活 やあ る教科 （特 に

実技系）にお ける興味 ・関心 が反映 した体験

が子 どもた ちの 学び に向 か う原動力 となるこ

と も考え て い る。そ の 中で，子 ど もた ちの 自

由 な発想力 を促 し，探究的に学習でき るプ ロ

セ ス の 開発 を探 る こ とに した。

2　水琴窟の 音の 観察

（1 ）調査場所

1）奈良公 園　 （2012 年 8 月 14 日）

2）京都府立 植物園　　（2012年 9 月 20 日）
（2 ）水琴窟 の 作製

瓶 （粘土焼 ， 高 さ 69．Oc 皿 ，最大幅 55．Oc 皿 ，底

に直径 3．Oc 皿 の 穴 ）を逆 さに し，水槽 （PE 製 縦

63．　O　 cm × 横 83，0c皿 × 高 さ 34．　Ocm）に入 れた 。

（3 ）防音室 の 作製

　大きさ ：me　1340　mm ×横 970   × 高 さ 1830  

　材料 ：石 膏ボー
ド，グラ ス ウ

ー
ル ，木材

観察方法 ：水琴窟 の 水門 （水滴 を垂 らす穴 ）に
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（マ イ ク ロ ホ ン 装着） をか ざし

た。

（2 ）で 作製 した水琴窟は水 位を 1．Oc皿毎 （〜

13．Oc 皿）に変化 させ ， 様 子 を観察した。又 、

録音 し た音は波形分析 ソ フ ト 「振駆郎」を用い

て 波形を確認 し た。

　図 ： 防音室 内で 観察の様子

3　探究プ ロ セ ス

（1 ）作製 した水琴窟か ら以

下 の 点に着 目 した。

1）一
定 の 水位で 琴 の よ うな反響音が 聞こ え る

（音 の発生は不 安定）

2） うな りの確認 （波形分析 よ り）

3＞共鳴する特定の 周波数 （複数）の確認

（2 ）　 （1）か ら考えた検証事項 を示す。
・瓶内 の 空気 と水 の 割合は ど うか

・うなるた めに複数の音が発生 し て い るの で は

ない か

・琴 の よ うな音を引き起 こすた め の 条件 はない

か

4　 水琴窟を学びと した教材の 開発

　本学研 究室の 学生 （7名〉を対象 に京都府 立植

物園 の 水琴窟の 観察を行 っ た （2013年 4 月 20

日）。以 下 に多く見 られた感想 を示 した。

　　　 表 ：水琴窟を観察 した感想

・心 が落ち着 く　 ・集 中で きる
・涼 し く感 じ る　 ・風情 を感 じる

　水琴窟 の 音 に は上 の よ うな心 理 的効果を も

た らす こ とが窺 えた。そ の 水琴窟を用い て 授業

を行 うこ とで ，子 どもたちの 音 に対す る興味 ・

関心 に加 え，落ち着い て学習に臨 める等の 効果

も期待で き る と考え る。

5　今後の展望

　水琴窟 の 音は ，水滴 と水面 の 衝撃音が空洞 と

共鳴す る こ とで 発生す る と推測で き る 。 水琴窟
の よ うな 目に見え ない 現象で も ， 生活体験を基

盤 に 思考 し ， 身近なもの を検証 に用 い なが ら，
一

っ
一

つ の 疑 問 を解決す る積み重ねを経れ ば，
音を可視化で き る と考え る。その 中で 出て くる

振動や共鳴 とい っ た発展的内容 も、生活体験 の

基礎知識 として 中学生 レ ベ ル に も分か る よ う

な探究プ ロ セ ス を探 っ て い きた い 。
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